
（第三種郵便物認可） ２０１７年６月２５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）

法
定
協
再
設
置

　

大
阪
府
、
大
阪
市
の
両

議
会
が
「
特
別
区
」
の
制

度
設
計
を
行
う
た
め
の
法

定
協
議
会
の
再
設
置
を
決

め
た
。
大
阪
市
や
堺
市
を

廃
止
・
解
体
し
、
政
令
市

の
大
き
な
権
限
・
財
源
を

吸
い
上
げ
る
、「
大
阪
都
」

構
想
の
蒸
し
返
し
だ
。
２

０
１
５
年
５
月
の
住
民
投

票
は
維
新
・
公
明
の
賛
成

で
32
億
円
も
の
税
金
を
費

や
し
て
実
施
。
維
新
自
ら

が
「
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」

と
訴
え
た
住
民
投
票
で
下

さ
れ
た
「
否
決
」
の
民
意

は
重
大
で
あ
る
。
そ
れ
を

ほ
ご
に
し
、
再
び
不
毛
な

制
度
い
じ
り
に
時
間
や
税

金
を
費
や
す
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
市
民
は
福
祉
や

教
育
、
中
小
企
業
を
応
援

す
る
政
策
の
充
実
を
求
め

て
い
る
。

　

設
置
議
案
は
、
維
新
・

公
明
な
ど
が
賛
成
し
６
月

議
会
で
成
立
。
松
井
知
事

と
吉
村
市
長
は
１
年
程
度

で「
特
別
区
」の
設
置
を
具

体
化
す
る
案
を
ま
と
め
、

来
年
秋
の
住
民
投
票
の
実

施
を
目
指
す
と
い
う
。

　

維
新
は
府
・
市
の
「
二

重
行
政
」
の
解
消
や
大
阪

経
済
の
「
成
長
」
を
「
大

阪
都
」
構
想
の
理
由
に
し

て
い
る
。
し
か
し
、「
二
重

想
は
、
政
令
市
の
財
源
や

権
限
を
奪
い
、
府
知
事
に

集
中
し
、
高
速
道
路
や
カ

ジ
ノ
誘
致
の
た
め
の
大
型

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進
す

る
こ
と
が
真
の
狙
い
だ
。

こ
う
し
た
大
型
開
発
が
大

阪
経
済
の
「
成
長
」
に
役

上
、
都
市
計
画
や
独
自
の

福
祉
施
策
が
行
え
な
い

「
半
人
前
」
の
自
治
体
と

な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
の
は
明
ら
か

だ
。「
大
阪
都
」
構
想
の

先
取
り
が
住
吉
市
民
病
院

の
閉
院
だ
。
民
間
病
院
の

全
国
４
位
（
08
年
）
か
ら

13
位
（
12
年
）
に
落
ち
込

ん
だ
。「
改
革
」
の
名
で
、

維
新
府
政
は
特
養
老
人
ホ

ー
ム
建
設
補
助
金
削
減
や

国
保
の
補
助
金
削
減
な
ど

７
年
間
で
１
５
５
１
億
円

も
予
算
を
カ
ッ
ト
。
今
後

も
福
祉
医
療
制
度
の
改
悪

な
ど
を
進
め
る
。

　

大
阪
市
も
地
下
鉄
・
市

バ
ス
の
敬
老
パ
ス
有
料
化

や
国
保
料
の
連
続
値
上
げ

な
ど
３
年
間
で
４
６
９
億

円
も
市
民
施
策
を
カ
ッ
ト

し
て
き
た
。

　

制
度
い
じ
り
や
不
要
な

大
型
開
発
を
や
め
、
府
民

・
市
民
の
暮
ら
し
を
温
め

る
政
策
こ
そ
必
要
だ
。

立
た
ず
、「
負
の
遺
産
」

を
残
し
て
来
た
こ
と
は
、

歴
史
が
証
明
済
み
だ
。

　

大
阪
市
が
廃
止
さ
れ
れ

ば
、
現
在
の
大
阪
市
の
税

収
の
４
分
の
３
に
相
当
す

る
４
６
０
０
億
円
も
の
財

源
が
奪
わ
れ
る
。
そ
の

誘
致
が
進
ま
ず
、
地
域
の

周
産
期
医
療
が
危
機
に
面

し
て
い
る
。

　

維
新
府
政
以
後
、
大
阪

経
済
も
府
民
の
暮
ら
し
も

悪
化
し
続
け
て
い
る
。
子

ど
も
の
貧
困
率
は
全
国
ワ

ー
ス
ト
２
、
府
民
所
得
は

行
政
」は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

「
節
約
」
で
き
る
の
は
、せ

い
ぜ
い
１
億
円
程
度
。
一

方
で
新
庁
舎
建
設
だ
け
で

も
６
８
０
億
円
も
の
コ
ス

ト
増
が
市
の
資
料
か
ら
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

結
局
、「
大
阪
都
」
構

許
さ
れ
な
い
都
構
想
の
蒸
し
返
し

平
野
権
栄

　

堺
市
で
開
業
し
て
い
ま
す

平
野
で
す
。
歯
科
保
険
医
協

会
で
、
管
理
部
員
、
並
び
に

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
役
員

と
し
て
、
２
期
４
年
間
務
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
協
会
理
事
を
拝

命
し
、
と
て
も
光
栄
に
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
新
米

と
で
歯
科
治
療
の
リ
ス
ク
を

回
避
で
き
る
」
と
指
摘
。

「
お
く
す
り
手
帳
」
か
ら
全

身
状
態
を
推
測
す
る
方
法
で

は
、
問
診
に
加
え
、「
標
準

歯
科
口
腔
外
科
部
長
の
末
松

基
生
氏
を
講
師
に
１
３
１
人

が
参
加
し
た
。

　

末
松
氏
は
、「
薬
の
処
方

と
血
液
検
査
を
理
解
す
る
こ

　

一
日
あ
た
り
の
平
均
患

者
数
は
、「
16
〜
20
人
」

の
区
分
が
23
・
２
％
で
最

も
多
い
（
図
左
）。

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
な
が
ら
分
担
を
決
め
る
こ

と
に
し
た
。

　

評
議
員
会
の
総
括
で
は
、

事
前
の
発
言
通
告
、
当
日
の

発
言
と
も
社
会
保
障
、
歯
科

医
療
を
充
実
さ
せ
、
会
員
の

役
に
立
つ
協
会
づ
く
り
の
た

め
の
積
極
的
な
意
見
が
出
さ

れ
た
こ
と
を
評
価
。
総
会
で

は
、
記
念
講
演
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
今
後
に
向
け
て

工
夫
し
て
い
く
こ
と
に
し

た
。

　

理
事
会
前
に
は
千
日
前
通

り
で
街
頭
宣
伝
し
、「
保
険

で
良
い
歯
科
」
署
名
へ
の
協

力
を
訴
え
た
（
写
真
）。

で
国
会
へ
提
出
し
て
い
る
。

５
割
の
歯
科
医
院
で
経
済
的

理
由
に
よ
る
治
療
中
断
が
起

き
て
お
り
、
窓
口
負
担
の
軽

減
や
保
険
診
療
の
充
実
が
強

く
求
め
ら
れ
る
。
署
名
に
協

力
し
て
も
ら
う
会
員
を
増
や

そ
う
と
、
ポ
ス
タ
ー
や
機
関

紙
で
の
訴
え
を
は
じ
め
理
事

会
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
立
て

を
尽
く
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

医
療
活
動
で
は
、
11
月
３

日
、「
健
康
長
寿
の

鍵
は〝
口
〞
に
あ

り
」
を
テ
ー
マ
に

日
常
診
療
経
験
交

流
会
を
開
く
。
会

務
運
営
で
は
、
理

事
の
専
門
部
担
当

　

協
会
は
10
日
、
第
４
回
理

事
会
を
開
き
、「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
」
の
実
現
を
求
め

る
請
願
署
名
な
ど
の
運
動
対

策
、評
議
員
会
・
総
会
を
受
け

た
執
行
体
制
を
協
議
し
た
。

　

運
動
対
策
で
は
、
５
月
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
」
署
名
の

推
進
を
協
議
。
同
署
名
は
07

年
以
降
、
総
計
１
４
３
万
筆

超
が
集
ま
り
、
延
べ
２
７
１

人
の
衆
参
国
会
議
員
の
紹
介

市
政
と
は
違
い
所
得
制
限
な

し
で
中
卒
ま
で
助
成
し
て
い

る
」「
高
卒
ま
で
拡
充
で
き

る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い

る
」
と
回
答
。

　

子
ど
も
の
口
腔
崩
壊
の
問

題
に
つ
い
て
、「
８
０
２
０

運
動
が
前
進
す
る
な
か
、
子

ど
も
に
口
腔
崩
壊
が
起
き
て

い
る
こ
と
は
重
大
な
問
題

だ
」
と
表
明
。
市
が
支
援
す

る
子
ど
も
食
堂
で
の
歯
磨
き

指
導
の
取
り
組
み
を
示
し
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
施
策

を
紹
介
し
た
。

　

経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
の

小
中
学
生
が
受
け
る
「
就
学

援
助
」
に
つ
い
て
は
、
７
月

に
支
給
し
て
い
る
入
学
費
用

の
前
倒
し
支
給
や
申
請
漏
れ

対
策
な
ど
を
要
望
。
市
長
は

「
４
月
か
ら
支
給
で
き
る
よ

う
申
請
時
期
の
改
善
を
協
議

し
て
い
る
」
と
述
べ
、
意
欲

を
見
せ
た
。

て
、
教
育
、
介
護
な
ど
の
様

々
な
分
野
の
実
績
を
紹
介
。

維
新
の
会
が
実
現
を
目
指
す

大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
は
、

「
堺
市
の
権
限
や
市
民
の
税

金
が
府
に
吸
い
上
げ
ら
れ

る
。
堺
市
民
に
と
っ
て
百
害

あ
っ
て
一
利
な
し
」
と
批

判
。
市
長
選
挙
で
、
市
民
と

と
も
に
「
ノ
ー
」
を
突
き
つ

け
た
い
と
訴
え
た
。

　

両
協
会
は
子
ど
も
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
、
▽
対
象
範

　

９
月
の
堺
市
長
選
に
向

け
、
開
業
医
の
声
を
市
政
に

届
け
よ
う
と
堺
・
高
石
・
和

泉
地
区
は
10
日
、
大
阪
府
保

険
医
協
会
堺
支
部
と
共
催

し
、
竹
山
修
身
堺
市
長
と
の

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
同

市
内
で
開
い
た
。
山
上
紘
志

地
区
責
任
者
を
は
じ
め
両
協

会
か
ら
13
人
が
参
加
し
、
市

長
と
懇
談
し
た
。

　

竹
山
市
長
は
、
８
年
間
の

市
政
報
告
と
し
て
、
子
育

囲
を
高
校
卒
業
ま

で
引
き
上
げ
▽
一

部
負
担
金
の
無
料

化
―
―
を
要
望
。

市
長
は
子
育
て
支

援
と
し
て
同
制
度

の
重
要
性
を
強
調

し
、「
大
阪
維
新

　

平
均
患
者
数
の
区
分
ご
と

の
割
合
の
変
化
を
２
０
０
０

年
度
調
査
と
比
較
す
る
と
、

「
36
〜
40
人
」
の
区
分
で
５

・
５
㌽
減
、「
26
〜
30
人
」

の
区
分
で
４
・
２
㌽
減
少
す

る
変
化
が
あ
っ
た
（
図
右
）。

　

注
目
し
た
い
の
は
、「
21

〜
25
人
」「
26
〜
30
人
」「
31

〜
35
人
」
の
区
分
で
は
患
者

数
が
減
少
す
る
一
方
で
、

「
16
〜
20
人
」
の
区
分
が
４

・
０
㌽
増
加
、「
41
〜
45
人
」

「
46
〜
50
人
」
の
区
分
で
も

増
加
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　

こ
う
し
た
結
果
か
ら
は
、

00
年
度
調
査
に
比
べ
て
、
来

院
患
者
の
一
部
の
診
療
所
へ

の
集
中
と
大
部
分
の
診
療
所

で
の
減
少
と
い
う
二
極
化
が

進
行
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え

る
。

　

臨
床
・
学
術
部
は
５
月
21

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
生
涯

研
修
「『
く
す
り
・
検
査

値
』
が
わ
か
れ
ば
全
身
が
見

え
る
」
を
開
催
。
明
和
病
院

理
事
と
し
て
、
理
事
長
、
副

理
事
長
、
先
輩
理
事
の
先
生

方
と
と
も
に
、
協
会
の
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
て
微
力

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

◇

ひ
ら
の
・
け
ん
え
い　

岡
山

大
卒
、
堺
市
開
業
、
61
歳

処
方
パ
タ
ー
ン
の
暗
記
で
十

分
に
正
確
な
結
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
述
べ
た
。

典
型
的
生
活
習
慣
病
の
患
者

に
は
、
降
圧
剤
（
オ
ル
メ
テ

ッ
ク
、
ミ
カ
ル
デ
ィ
ス
）
や

糖
尿
病
薬
（
ジ
ャ
ヌ
ビ
ア
、

ア
マ
リ
ー
ル
Ｇ
、
メ
ト
グ
ル

コ
）
な
ど
が
標
準
的
に
処
方

さ
れ
て
い
る
。
手
帳
に
降
圧

剤
、
糖
尿
病
薬
を
見
つ
け
た

ら
、
来
院
当
日
の
服
用
や
虚

血
性
疾
患
・
脳
卒
中
の
既

往
、
腎
機
能
障
害
を
問
診
す

る
こ
と
な
ど
、
留
意
点
を
解

説
し
た
。

　

血
液
検
査
デ
ー
タ
か
ら
推

測
す
る
方
法
と
し
て
８
項
目

ス
ピ
ー
ド
チ
ェ
ッ
ク
法
を
紹

介
。
数
値
を
示
し
な
が
ら
出

血
傾
向
や
免
疫
の
状
態
、
投

薬
へ
の
支
障
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

５月度生涯
研 修 講 座

第４回
理事会

標
準
処
方
か
ら
状
態
を
推
測

歯
科
署
名
の
協
力
者
増
へ薬

・
検
査
値
の
読
み
取
り
方
を
解
説

ポ
ス
タ
ー
や
機
関
紙
で
訴
え

２
０
１
６
年
度

２
０
１
６
年
度

会
員
意
見
調
査

会
員
意
見
調
査
❸

一日当たりの平均患者数

10人未満
8.0％

無回答
1.4％

10～15人
12.3％

16～20人
23.2％

21～25人
18.1％26～30人

6.5％

31～35人
10.9％

51人以上
6.5％46～50人

4.3％
46～50人
4.3％

41～45人
4.3％

36～40人
4.3％

患者数の二極化進む

堺
・
高
石
・

和
泉
地
区

竹山堺市長と懇談
医療助成・就学援助の改善へ意欲

医
療
費
助
成
の
拡
充

へ
意
欲
を
見
せ
る
竹

山
修
身
堺
市
長
（
左

奥
）＝
10
日
、堺
市
内

00年度 16年度 00年比
10人未満 5.6％ 8.0％ 2.4
10～15人 11.2％ 12.3％ 1.1
16～20人 19.2％ 23.2％ 4.0
21～25人 19.2％ 18.1％ ▲1.1
26～30人 10.7％ 6.5％ ▲4.2
31～35人 12.6％ 10.9％ ▲1.7
36～40人 9.8％ 4.3％ ▲5.5
41～45人 0.5％ 4.3％ 3.8
46～50人 3.3％ 4.3％ 1.0
51人以上 7.0％ 6.5％ ▲0.5


